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学校・地域・親子をつなぐ「共に歌う」活動の実践（1）
早川　倫子※１
　本研究は，学校・地域・親子をつなぐ「共に歌う」活動としての「みんなで歌おう音楽会」の実
践について，その意義と課題について検討することを目的とした。本稿では，特に，実践の経緯と
概要を報告しつつ，あわせて，音楽会終演後に実施した参加者対象のアンケート調査を取り上げ考
察した。その結果，本実践が，「共に歌うこと」の大切さと「日本文化としての唱歌や日本のうた
の継承」の大切さについて，その一端を伝える機会になったことが明らかとなった。また，子育て
支援の点からも機能していることが認められた。
キーワード：「共に歌う」活動，学校の歌文化，唱歌，子育て支援
※１　岡山大学大学院教育学研究科
Ⅰ　はじめに
　本研究は，学校・地域・親子をつなぐ「共に歌う」活動としての「みんなで歌お
う音楽会」の実践について，その意義と課題について検討することを目的とする。
　本実践については，平成29年度の福武教育文化振興財団の教育活動助成事業「歌
う学校づくり，歌う地域づくりによる子育て支援活動」の一環として始めたもので，
初年度として岡山市内の公立小学校３校に協力を依頼し進めてきた。なお，本稿で
分析の対象とする「みんなで歌おう音楽会」は，学校や学区を越えて，親子や地域
の方々と一緒に歌う機会として企画したものである。企画および実践にあたっては，
特に以下の３点を重視している。
　第一に，社会の様々な変化により，子どもたちの心の拠り所となる「人々とのつ
ながり」が希薄になっている。地域の子育て支援活動の幅や機会は増えているものの，
それを活用できる環境にある子どもたちはごく一部であり，さらには心に響き，人々
のつながりを意識できる「感動体験」の機会は少ないのではないだろうか。歴史を
遡れば，学校はもとより様々な機会に共に「歌うこと」で時を共有し絆を育み，そ
の感動体験が大人になった時の生きる力に繋がっている事例が多く見られる。学校
で友達と声を合わせて歌うことは比較的多くあるが，その経験をさらに親子で，そ
して地域の人々と声を合わせて歌う活動に発展させたい。そして，学校内外で共に
声を合わせて「歌うこと」の活動の推進によって，学校や地域や親子のつながりを
築いていきたいと考えた。
　第二に，近年の様々な研究によって，「声を介して響き合う」ことが，子ど
もの心身の発達に重要であるということが科学的にも明らかになってきている
（Malloch,S.&Trevarthen,C.2008,松田2014,今川他2016）。そうした原体験としての
声の響きあい，声によるコミュニケーションの大切さを考えている。
　第三に，日本の原風景が失われつつある現代において，絵や写真と共に音楽もまた，
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日本の古き良き風景を残している。それが，明治期より今日まで学校で歌われてき
た唱歌の数々である。近年，教員養成大学においても，「共通教材」を中心とした学
校の唱歌を知らない学生も多く，それは小学校や中学校の児童・生徒たちにおいて
も同じ状況にある。世代を越えて共有し共に歌える歌としての唱歌の存在意義につ
いては，これまでに多くの議論がなされてきている（嶋田他2014）が，日本の文化
的な財産として子どもたちに伝えていきたいと考えている。
　本稿では，特に，実践の経緯と概要を報告しつつ，あわせて，音楽会終演後に実
施した参加者対象のアンケート結果を取り上げ，考察を行う。
Ⅱ「共に歌う」の活動の実際
１　実践の経緯
　平成29年度は，岡山市内の公立小学校３校（岡山市立三勲小学校・岡山市立津島
小学校・岡山市立御野小学校）に協力校として依頼することができた。具体的な経
緯は以下の表１とおりである。
の心身の発達に重要であるということが科学的にも明らかになってきている
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で歌われてきた唱歌の数々である。近年，教員養成大学においても，「共通教材」
を中心とした学校の唱歌を知らない学生も多く，それは小学校や中学校の児童・
生徒たちにおいても同じ状況にある。世代を越えて共有し共に歌える歌として
の唱歌の存在意義については，これまでに多くの議論がなされてきている（嶋
田他 2014）が，日本の文化的な財産として子どもたちに伝えていきたいと考え
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 本稿では，特に，実践の経緯と概要を報告しつつ，あわせて，音楽会終演後
に実施した参加者対象のアンケート結果を取り上げ，考察を行う。 
 
Ⅱ「共に歌う」の活動の実際 
１ 実践の経緯 
 平成 29 年度は，岡山市内の公立小学校３校（岡山市立三勲小学校・岡山市立
津島小学校・岡山市立御野小学校）に協力校として依頼することができた。具
体的な経緯は以下の表１とおりである。 
 
表１：実践の経緯 
実施時期 活動内容 
平成 29 年４月〜 岡山県内小学校協力校の募集と依頼（３校の協力校の決定） 
平成 29 年５月〜２月 協力校における「歌う活動」の依頼と推進 
平成 29 年７月〜８月 「小学校の思い出の歌」調査実施 
（協力校３校の４年生〜６年生にアンケート調査を実施） 
平成 30 年１月 20 日 プレコンサート（岡山市立三勲小学校）の実施 
平成 30 年３月 17 日 「みんなで歌おう音楽会」の開催 
 
（１）「小学校の思い出の歌」についてのアンケート調査について 
 岡山市内の公立小学校３校に協力を依頼し，夏休みに４年生から６年生まで
の児童を対象に「小学校の思い出の歌」についてアンケート調査を実施した。
そこでは，児童自身が小学校で歌った歌の中で大好きな歌・思い出に残ってい
る歌の曲名とその理由，さらには保護者や地域の人へインタビューし，同様に
小学校で歌った歌の中で思い出に残っている歌の曲名とその理由やエピソード
についての回答を依頼した。 
 そして，それらの分析結果（主として，回答数の多かった曲目）を「みんな
で歌おう音楽会」の第３部「みんなで歌おう愛唱歌・心の歌」の曲目（プログ
ラム）の構成へ応用した。表２〜４（協力校名については A〜C と示す）は，各
学校で回答数の多かった曲の上位を表にまとめたものである。この集計結果を
みると，すべての協力校の児童において，共通教材などの唱歌についての回答
（１）「小学校の思い出の歌」についてのアンケート調査について
　 立小学校３校に協力を依頼し，夏休みに４年生から６年生までの児
童を対象に「小学校の思い出の歌」についてアンケート調査を実施した。そこでは，
児童自身が小学校で歌った歌の中で大好きな歌・思い出に残っている歌の曲名とそ
の理由，さらには保護者や地域の人へインタビューし，同様に小学校で歌った歌の
中で思い出に残っている歌の曲名とその理由やエピソードについての回答を依頼し
た。
　そして，それらの分析結果（主として，回答数の多かった曲目）を「みんなで歌
おう音楽会」の第３部「みんなで歌おう愛唱歌・心の歌」の曲目（プログラム）の
構成へ応用した。表２〜４（協力校名については順不同にA〜Cと示す）は，各学校
で回答数の多かった曲の上位をまとめたものである。この集計結果をみると，すべ
ての協力校の児童において，共通教材などの唱歌についての回答は含まれず，比較
的新しく教科書に掲載された歌を気に入っていることが伺えた。一方，保護者の回答，
とくに児童の祖父母世代にインタビューした回答内容においては，《ふるさと》や《も
みじ》などの唱歌についての回答も多くみられた。このような結果からも，世代によっ
て異なる小学校の思い出の歌の実際が認められ，学校の中の歌文化が変わってきて
いることが推察された。
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表２：協力校 A「小学校の思い出の歌」（回答総数：89） 
順位 子ども（回答数） 順位 保護者等（回答数） 
1 前前前世 14 1 つばさをください 16 
2 校歌 11 2 校歌
ふるさと（唱歌） 
5 
 3 どんなときも 
ビリーブ 
7
4 想い出がいっぱい
気球にのってどこまでも 
3 
 5 ありがとうの花 
つばさをください 
5
6 UFO
大地讃頌 
思い出のアルバム 
小さな木の実 
折り鶴の飛ぶ日 
2 
 7 365 日の紙飛行機 4
8 世界に一つだけの花 
子どもの世界 
3
10 キラキラ星 
いつだって 
いろんな木の実 
With You Smile 
あなたにありがとう 
風になりたい 
2
 
表３：協力校 B「小学校の思い出の歌」（回答総数：248） 
順位 子ども（回答数） 順位 保護者等（回答数） 
1 ビリーブ 41 1 つばさをください 38 
2 ひまわりの約束 28 2 校歌 15 
3 夏色 18 3 グリーングリーン 11 
4 ぼくらの世界 16 4 ふるさと（唱歌） 9 
5 風のメロディー 12 5 大きな古時計 8 
6 夏祭り 10 6 夢をあきらめないで 
うみ 
仰げば尊し 
ガラスの十代 
エーデルワイス 
4 
 7 子どもの世界 9
8 ありがとうの花 8
9 歌のにじ 
心の中にきらめいて 
7
11 つばさをください 6 11 空がこんなに青いとは 
もみじ 
負けないで 
コンドルは飛んでいく 
君をのせて 
想い出がいっぱい 
涙のリクエスト 
3 
 12 いろんな木の実 
ハナミズキ 
校歌 
いつでもあの海は 
南風にのって 
5
 
表４：協力校 C「小学校の思い出の歌」（回答総数：285） 
順位 子ども（回答数） 順位 保護者等（回答数） 
1 校歌 26 1 つばさをください 57 
2 負けないで 20 2 グリーングリーン 22 
3 ビリーブ 19 3 校歌 18 
4 カントリーロード 
ハローシャイニングブルー
音楽のおくりもの 
14 4 気球に乗ってどこまでも 15 
5 ふるさと（唱歌） 9 
6 エーデルワイス 
もみじ 
仰げば尊し 
勇気一つを友にして 
5 
7 トムソーラの冒険 
（誰よりも遠くへ） 
13
8 つばさをください 12
9 ありがとうの花 
サモアの島の歌 
11
10 未知という名の船に乗り 
まっかな秋 
4 
 11 たんぽぽ 9
12 星の世界 7 12 大きな古時計 
赤とんぼ 
あの素晴らしい愛をもう一度 
椰子の実 
贈る言葉 
切手のない贈り物 
3 
 13 かいじゅうのバラード 6
14 キセキ 
ソーラン節 
5
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（２）「みんなで歌おう音楽会」プレ企画としての協力校での実践
　平成30年１月20日土曜日に，協力校（岡山市立三勲小学校）において「みんなで
歌おう音楽会」プレコンサートを実践した。この日は協力校の土曜参観日と教育講
演会の日で保護者や地域の人々が集まりやすい状況にあり，協力校の承諾を得るこ
とができた。本実践の主旨を，学校と地域と親子をつなぐ合唱祭として位置付け，
①５・６年生による愛唱歌の披露，②唱歌メドレーの鑑賞，②参加者全員による唱
歌の合唱，の三部で構成した。地域の人々と保護者と児童が学校に一堂に会して「共
に歌う」機会は少なく，学校の先生方や保護者の方々から好評を得ることができた。
さらに，このプレ企画実践の成果と課題は次に示す「みんなで歌おう音楽会」の開
催へ反映された。
２　「みんなで歌おう音楽会」の実際について
（１） 概要
　平成30年３月17日土曜日に実施した「みんなで歌おう音楽会〜広げよう 絆，心，
声〜」は，はじめに述べた平成29年度の福武教育文化振興財団の教育活動助成事業
のメインイベントとして位置付けたものである。概要は以下の表５のとおりである
が，企画・運営にあたっては，本学教員の虫明眞砂子氏の協力を受け，その他に声
楽とピアノの専門家４名，協力校教員３名，学部学生，院生，卒業生，修了生が加わっ
て，大学，学校，地域などが協働した事業となっている。
 
（２）「みんなで歌おう音楽会」プレ企画としての協力校での実践 
 平成 30 年１月 20 日土曜日に，協力校（岡山市立三勲小学校）において「み
んなで歌おう音楽会」プレコンサートを実践した。この日は協力校の土曜参観
日と教育講演会の日で保護者や地域の人々が集まりやすい状況にあり，協力校
の承諾を得ることができた。本実践の主旨を，学校と地域と親子をつなぐ合唱
祭として位置付け，①５・６年生による愛唱歌の披露，②唱歌メドレーの鑑賞，
②参加者全員による唱歌の合唱，の三部で構成した。地域の人々と保護者と児
童が学校に一堂に会して「共に歌う」機会は少なく，学校の先生方や保護者の
方々から好評を得ることができた。さらに，このプレ企画実践の成果と課題は
次に示す「みんなで歌おう音楽会」の開催へ反映された。 
 
２ 「みんなで歌おう音楽会」の実際について 
（１） 概要 
 平成 30 年３月 17 日土曜日に実施した「みんなで歌おう音楽会〜広げよう 
絆，心，声〜」は，はじめに述べた平成 29 年度の福武教育文化振興財団の教育
活動助成事業のメインイベントとして位置付けたものである。概要は以下の表
５のとおりであるが，企画・運営にあたっては，本学教員の虫明眞砂子の協力
を受け，その他に声楽とピアノの専門家４名，協力校教員３名 学部学生，院
生，卒業生，修了生が加わって，学校や地域などの協働した事業となっている。 
 
表５：「みんなで歌おう音楽会」の概要 
タイトル：「みんなで歌おう音楽会」〜広げよう 絆，心，声〜 
日  時：平成 30 年３月 17 日土曜日 13:30 開場，14:00 開演 
場  所：岡山大学創立 50 周年記念館ホール 
募集方法：協力校および近隣の小学校へのチラシの配付，岡山市内小学校全校への案内， 
     コンサート会場でのチラシの配付，図書館・公民館等へのチラシの配付等に 
     て，先着申し込み順に無料招待（メールおよび FAX で受付）とした。 
参加者数：約 280 名 
 
（２） 内容 
 プログラムの構成は，以下の表６のとおりである。第１部では，「唱歌と日本
の歌」の良さや大切さを伝えていくためのプログラムとして，オペラ歌手によ
る歌を鑑賞する内容とした。第２部は，将来教員を目指す学生たちが「共に歌
う」ことを通して学んでいる姿をミュージカルメドレーの発表によって位置付
けた。そして，第３部は，前述のとおり協力校の夏休みのアンケート調査の内
容を踏まえて選曲を行い，参加者と「共に歌う」活動内容を構成した。 
表６：プログラムの構成と内容 
構成と内容 活動の様子 
（２） 内容
　プログラムの構成は，以下の表６のとおりである。第１部では，「唱歌と日本の歌」
の良さや大切さを伝えていくためのプログラムとして，オペラ歌手による歌を鑑賞
する内容とした。第２部は，将来教員を目指す学生たちが「共に歌う」ことを通し
て学んでいる姿をミュージカルメドレーの発表によって位置付けた。そして，第３
部は，前述のとおり協力校の夏休みのアンケート調査の内容を踏まえて選曲を行い，
参加者と「共に歌う」プログラムを構成した。
Ⅲ　アンケート調査の分析
１　アンケート調査の内容と方法
　「みんなで歌おう音楽会」終演後に，参加者へアンケート調査の協力を依頼した。
今回は，小学生用のアンケート用紙と，大人用（中学生以上）のアンケー用紙の２
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種類を用意した。回答・回収にあたっては，「氏名などの個人情報は必要とせず，個
人が特定されるものではないこと」，「本研究および本企画の内容に限って使用する
こと」，「データ分析終了後は速やかにデータを破棄すること」，また保護者の方へは
「お子様への説明をお願いすること」について確認し実施した。なお，回答は任意で
ある。
　質問項目は，以下の表７，表８のとおりである。本稿では，小学生及び大人用の
回答内容については，音楽会の全体的な満足度及び「歌う活動について」の①〜⑥
の６項目，さらに大人用については，自由記述欄の記述内容を分析の対象とする。
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表７：小学生用アンケート調査項目 
・  小学校名，性別，学年 
・  誰と一緒に来ましたか？ 
   （お母さん，お父さん，おじいさん，おばあさん，先生，その他） 
・  音楽会はいかがでしたか？ 
（とてもたのしかった，たのしかった，あまりたのしくなかった，つまらなかった） 
・  各部門について 
第１部：（とてもたのしかった，たのしかった，あまりたのしくなかった，つまらなかった） 
第２部：（とてもたのしかった，たのしかった，あまりたのしくなかった，つまらなかった） 
   第３部：（とてもたのしかった，たのしかった，あまりたのしくなかった，つまらなかった） 
・  歌う活動について 
①お家で歌をよく歌いますか？ （よく歌う，時々歌う，あまり歌わない，全く歌わない） 
②お家の人と一緒に歌を歌いますか？（よく歌う，時々歌う，あまり歌わない，全く歌わない） 
③みんなで一緒に歌うことは大切だと思いますか？ 
 （そう思う，少し思う，あまり思わない，全く思わない） 
④第１部で聴いた唱歌や日本の歌は大切だと思いますか？ 
 （そう思う，少し思う，あまり思わない，全く思わない） 
⑤声を出すこと（歌うこと）は，自分にとって大切だと思いますか？ 
 （そう思う，少し思う，あまり思わない，全く思わない） 
⑥これからも歌いたいですか？ 
 （歌いたい，少し歌いたい，あまり歌いたくない，全く歌いたくない） 
・  今日の音楽会についての感想をなんでも書いてください。（自由記述） 
・  また参加したいですか？ 
   （ぜひ参加したい，できれば参加したい，あまり参加したくない，参加したくない） 
 
表８：大人用（中学生以上）のアンケート調査項目 
・  性別，年代（10 代，20 代，30 代，40 代，50 代，60 代，70 代，80 代，90 代〜） 
   区分（中学生，高校生，大学生，一般，一般：幼児・小学生の保護者） 
・  演奏会全般について（大変良かった，良かった，もう少し，つまらなかった） 
・  各部門について 
第１部：（大変良かった，良かった，もう少し，つまらなかった） 
第２部：（大変良かった，良かった，もう少し，つまらなかった）  
   第３部：（大変良かった，良かった，もう少し，つまらなかった）  
・  歌う活動について 
①日常生活の中での歌う活動について （よくある，時々ある，あまりない，全くない） 
②お子様やお孫さんと一緒に歌うことについて （よくある，時々ある，あまりない，全くない） 
③みんなで一緒に歌うことは大切だと思いますか？ 
 （そう思う，少し思う，あまり思わない，全く思わない） 
④唱歌や日本の歌は大切だと思いますか？ 
 （そう思う，少し思う，あまり思わない，全く思わない） 
⑤声を出すこと（歌うこと）は，自分にとって大切だと思いますか？ 
 （そう思う，少し思う，あまり思わない，全く思わない） 
⑥今後も歌いたいですか？ （そう思う，少し思う，あまり思わない，全く思わない） 
・  演奏や企画の内容について，ご感想や今後のご希望など，何でもお聞かせください。 
（自由記述） 
・  その他，お気づきになったことなどございましたら，ご自由にお書きください。（自由記述） 
・  次回，このような企画があったらまた参加したいですか？ 
   （ぜひ参加したい，できれば参加したい，あまり参加したくない，参加したくない） 
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２　小学生用アンケート調査の分析
　小学生用アンケート調査の回収枚数は77名分で，その内訳は，１年生26名，２年
生８名，３年生10名，４年生13名，５年生５名，６年生５名，学年不明（幼児含む）
が10名であった。本活動の満足度については，４段階評価で，「とてもたのしかった」
が27名，「たのしかった」が12名，「あまりたのしくなかった」が１名，「つまならなっ
た」が０名，回答なし37名という結果で，回答なしが比較的多いが全体的に高い満
足度を得たことがわかった。
　また，「歌う活動について」は，①の「お家で歌をよく歌いますか」の質問に対し，
「よく歌う」と答えたのは35名（45％） ，「時々歌う」28名（36％），「あまり歌わない」
12名(16％），「全く歌わない」が２名（３％）で，81％の児童が家で歌うと答えてい
る。一方，②の「お家の人と一緒に歌を歌いますか」の質問については，「よく歌う」
が17名（22％），「時々歌う」23名（30％），「あまり歌わない」が23名（30％），「全
く歌わない」12名（16％），回答なしが２名(３％ )であった。①と②の回答結果を比
較すると，図１のとおり①で約80％の児童が家で歌うと答えているにもかかわらず，
②の家の人と一緒に歌う機会については約50％に減り，さらにそのポイントは学年
が上がるにつれて下がっていることも読み取れた。
・  演奏や企画の内容について，ご感想や今後のご希望など，何でもお聞かせください。 
（自由記述） 
・  その他，お気づきになったことなどございましたら，ご自由にお書きください。（自由記述） 
・  次回，このような企画があったらまた参加したいですか？ 
   （ぜひ参加したい，できれば参加したい，あまり参加したくない，参加したくない） 
 
２ 小学生用アンケート調査の分析 
 小学生用アンケート調査の回収枚数は 77 名分で，その内訳は，１年生 26 名，
２年生８名，３年生 10 名，４年生 13 名，５年生５名，６年生５名，学年不明
（幼児含む）が 10 名であった。本活動の満足度については，４段階評価で，「と
てもたのしかった」が 27 名，「たのしかった」が 12 名，「あまりたのしくなか
った」が１名，「つまならなった」が０名，回答なし 37 名という結果で，回答
なしが比較的多いが全体的に高い満足度を得たことがわかった。 
 また，「歌う活動について」は，①の「お家で歌をよく歌いますか」の質問に
対し，「よく歌う」と答えたのは 35 名（45％） ，「時々歌う」28 名（36％），
「あまり歌わない」12 名(16％)，「全く歌わない」が２名（３％）で，81％の児
童が家で歌うと答えている。一方，②の「お家の人と一緒に歌を歌いますか」
の質問については，「よく歌う」が 17 名（22％），「時々歌う」23 名（30％），
「あまり歌わない」が 23 名（30％），「全く歌わない」12 名（16％），回答なし
が２名(３％)であった。①と②の回答結果を比較すると，図１のとおり①で約
80％の児童が家で歌うと答えているにもかかわらず，②の家の人と一緒に歌う
機会については約 50％に減り，さらにそのポイントは学年が上がるにつれて下
がっていることも読み取れた。 
 
 
図１：歌う活動について(小学生)その１ 
 
 次に，本実践の目的に関わる内容として，図２のとおり，③の「みんなで一
緒に歌うことは大切だと思いますか？」については，「そう思う」と答えた人は
49 名，「少し思う」は 20 名，「あまり思わない」７名，全く思わない１名とな
っており，約 90％の児童が大切だと考えている。また，④の「第１部で聴いた
唱歌や日本の歌は大切だと思いますか？」についても，「そう思う」が 56 名，
「少し思う」15 名，「あまり思わない」2 名，「全く思わない」は 0，回答なし
が 4 名であった。約 92％の児童が唱歌や日本の歌を大切だと感じており，高学
年の方がポイントが高いこともわかった。さらに，⑤の「声を出すこと（歌う
こと）は，自分にとって大切だと思いますか？」については，「そう思う」が 53
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　 ，本実践の目的に関わる内容として，図２のとおり，③の「みんなで一緒に
歌うことは大切だと思いますか？」については，「そう思う」と答えた人は49名，「少
し思う」は20名，「あまり思わない」７名，全く思わない１名となっており，約90％
の児童が大切だと考えている。また，④の「第１部で聴いた唱歌や日本の歌は大切
だと思いますか？」についても，「そう思う」が56名，「少し思 」15名，「あまり思
わない」２名，「全く思わない」は０，回答なしが４名であった。約92％の児童が唱
歌や日本の歌を大切だと感じており，高学年の方がポイントが高いこともわかった。
さらに，⑤の「声を出すこと（歌うこと）は，自分にとって大切だと思いますか？」
については，「そう思う」が53名，「少し思う」が16名，「あまり思わない」６名，「全
く思わない」２名で，これについても約90％の児童が肯定的に捉えている。⑥の「こ
れからも歌いたいですか？」については，「歌いたい」が58名，「少し歌いたい」16名，
「あまり歌いたくない」１名，「全く歌いたくない」が２名となっており，96％の児童
が「これからも歌う」ことに意欲を持っていることが読み取れる。それは，「次の機
会にまた参加したいですか」の質問について，94％の児童が「参加したい」と回答
している点からも推察できる。
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これについても約 90％の児童が肯定的に捉えている。⑥の「これからも歌いた
いですか？」については，「歌いたい」が 58 名，「少し歌いたい」16 名，「あま
り歌いたくない」１名，「全く歌いたくない」が２名となっており，96％の児童
が「これからも歌う」ことに意欲を持っていることが読み取れる。それは，「次
の機会にまた参加したいですか」の質問について，94％の児童が「参加したい」
と回答している点からも推察できる。 
 
 
図２：歌う活動について(小学生)その２  
 
３ 大人用（中学生以上）のアンケート調査の分析 
（１）アンケート調査全体について 
 大人用アンケート調査の回収枚数は 132 名分で，その内訳は，10 代２名，20
代２名，30 代 12 名，40 代 54 名，50 代 12 名，60 代 14 名，70 代 26 名，80 代
７名，90 代１名，年代不明２名であり，小学生の子育て世代の 40 代と，その
祖父母世代（70 代）の回答者（参加者）が多い。本活動の満足度については，
４段階評価で，「大変良かった」が 75 名，「良かった」が 21 名，「もう少し」が
１名，「つまならなった」が０名，回答なし 35 名という結果で，児童と同じく
回答なしが比較的多いが，約 75％の人が高い満足度を得たことが読み取れる。 
 
（２）「歌う活動について」 
 「歌う活動について」は，①の「日常生活の中での歌う活動について」の質
問に対し，「よくある」と答えたのは 43 名（33％） ，「時々ある」35 名（27％），
「あまりない」41 名(31％)，「全くない」が 10 名（８％），回答なし３名（2％）
であった。約 60％の回答者が日常生活に歌う活動を取り入れていることがわか
る。特に 60 代〜80 代の回答者のポイントが高いことも読み取れた。一方，40
代の子育て世代は，およそ半数が日常的に歌っていると回答し，半数以上があ
まり歌わないと答えている。 
 ②の「お子様やお孫さんと一緒に歌うことについて」の質問については，「よ
くある」が 22 名（17％），「時々ある」38 名（29％），「あまりない」が 45 名
（34％），「全くない」21 名（16％），回答なしが 6 名(５％)であった。①の回
答結果と比較しても，子どもや孫と一緒に歌う機会が少ないことが読み取れる。
子育て世代(30 代〜40 代 66 名)に焦点を当てると，一緒に歌うことについて「よ
くある」と答えたのは 15 名（23％），「時々ある」が 28 名（42％），「あまりな
い」20 名(30％)，「全くない」が２名（３％）となっており，３人に１人が子ど
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　大人用（中学生以上）のアンケート調査の分析
（１）アンケート調査全体について
　 人用アンケート調査の回収枚数は132名分で，その内訳は，10代２名，20代２名，
30代12名，40 54名，50代12名，60代14名，70代2 名，80代７名，90代１名，年代
不明２名であり，小学生の子育て世代の40代と，その祖父母世代（70代）の回答者（参
加者）が多い。本活動 満足度については，４段階評価で，「大変良かった」が75名，
「良かった」が21名，「もう少し １名，「つまならなった」が０名，回答なし35名
という結果で，児童と同じく回答なしが比較的多いが，約75％の人が高い満足度を
得たことが読み取れる。
（２）「歌う活動について」
　「歌う活動について」は，①の「日常生活の中での歌う活動について」の質問に対
し，「よくある」と答えたのは43名（33％） ，「時々ある」35名（27％），「あまりない」
41名(31％ )，「全くない」が10名（８％），回答なし３名（２％）であった。約60％
の回答者が日常生活に歌う活動を取り入れていることがわかる。特に60代〜80代の
回答者のポイントが高いことも読み取れた。一方，40代の子育て世代は，およそ半
数が日常的に歌っていると回答し，半数以上があまり歌わないと答えている。
　②の「お子様やお孫さんと一緒に歌うことについて」の質問については，「よくある」
が22名（17％），「時々ある」38名（29％），「あまりない」が45名（34％），「全くな
い」21名（16％），回答なしが６名(５％ )であった。①の回答結果と比較しても，子
どもや孫と一緒に歌う機会が少ないことが読み取れる。子育て世代(30代〜40代66名)
に焦点を当てると，一緒に歌うことについて「よくある」と答えたのは15名（23％），
「時々ある」が28名（42％），「あまりない」20名(30％ )，「全くない」が２名（３％）
となっており，３人に１人が子どもと一緒に歌う機会があまりないと答えているこ
とがわかった。また，孫育て世代の60代から70代の回答結果（40名分）を見ても，「よ
く歌う」または「時々歌う」は９名（22％）のみで，28名（64％）はあまり歌わな
いと答えており，子育て世代よりさらに少ない状況にある。
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い」20 名(30％)，「全くない」が２名（３％）となっており，３人に１人が子ど
もと一緒に歌う機会があまりないと答えていることがわかった。また，孫育て
世代の 60 代から 70 代の回答結果（40 名分）を見ても，「よく歌う」または「時々
歌う」は９名（22％）のみで，28 名（64％）はあまり歌わないと答えており，
子育て世代よりさらに少ない状況にある。 
 
 
図３：歌う活動について(大人)その１ 
 
 次に，本実践の目的に関わる内容として，図４のとおり，③の「みんなで一
緒に歌うことは大切だと思いますか？」については，「そう思う」と答えた人は
115 名，「少し思う」は 13 名，「あまり思わない」2 名，全く思わない０，回答
なしが２名となっており，約 97％の回答者が大切だと考えている。また，④の
「唱歌や日本の歌は大切だと思いますか？」についても，「そう思う」が 125 名，
「少し思う」６名，「あまり思わない」が０，「全く思わない」も０，回答なし
が１名で，児童の約 92％を上回る 99％のほぼ全員の回答者が，唱歌や日本の歌
を大切だと感じている。さらに，⑤の「声を出すこと（歌うこと）は，自分に
とって大切だと思いますか？」については，「そう思う」が 112 名，「少し思う」
が 17 名，「あまり思わない」２名，「全く思わない」０，回答なし１名で，これ
についても約 98％の回答者が肯定的に捉えている。⑥の「これからも歌いたい
ですか？」については，「歌いたい」が 101 名，「少し歌いたい」25 名，「あま
り歌いたくない」４名，「全く歌いたくない」０，回答なし２名となっており，
約 95％の回答者が「これからも歌う」ことに意欲を持っていることが読み取れ
る。またそれは，「次の機会にまた参加したいですか」の質問について，90％の
回答者が「参加したい」と答えている点からも推察できるだろう。 
 
 
図４：歌う活動について(大人)その２ 
 
（３） 自由記述の回答内容の分析 
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　 ，本実践の目的に関わる内容として，図４のとおり，③の「みんなで一緒に
歌うことは大切だと思いますか？」については，「そう思う」と答えた人は115名，「少
し思う」は13名，「あまり思わない」2名，全く思わない０，回答なしが２名となっ
ており，約97％の回答者が大切だと考えている。また，④の「唱歌や日本の歌は大
切だと思いますか？」についても，「そう思う」が125名，「少し思う」６名，「あまり
思わない」が０，「全く思わない」も０，回答なしが１名で，児童の約92％を上回る
99％のほぼ全員の回答者が，唱歌や日本の歌を大切だと感じている。さらに，⑤ 「声
出すこと（歌うこと）は，自分にとって大切だと思いますか？」については，「そ
う思う」が112名，「少し思う」が17名，「あまり思わない ２名，「全く思わない」０，
回答なし１名で，これについても約98％の回答者が肯定的に捉えている。⑥の「こ
れからも歌いたいですか？」については，「歌いたい」が101名，「少し歌いたい」25
名，「あまり歌いたくない」４名，「全く歌いたくない」０，回答なし２名となってお
り，約95％の回答者が「これからも歌う」ことに意欲を持っていることが読み取れる。
またそれは，「次の機会にまた参加したいですか」の質問について，90％の回答者が「参
加したい」と答えている点からも推察できるだろう。
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図３：歌う活動について(大人)その１ 
 
 次に，本実践の目的に関わる内容として，図４のとおり，③の「みんなで一
緒に歌うことは大切だと思いますか？」については，「そう思う」と答えた人は
115 名，「少し思う」は 13 名，「あまり思わない」2 名，全く思わない０，回答
なしが２名となってお ，約 97％の回答者が大切だと考えている。また ④の
「唱歌や日本の歌は大切だと思いますか？」についても，「そう思う」が 125 名，
少し思う」６名，「あまり思わない」が０，「全く思わない」も０，回答なし
が１名で，児童の約 92％を上回る 99％のほぼ全員の回答者が，唱歌や日本の歌
を大切だと感じている。さらに，⑤の「声を出すこと（歌うこと）は，自分に
とって大切だと思 ますか？」については，「そう思う」が 112 名，「少し思う」
が 17 名，「あまり思わない」２名，「全く思わない」０，回答なし１名で，これ
についても約 98％の回答者が肯定的に捉えている。⑥の「これからも歌いたい
ですか？」については，「歌いたい」が 101 名，「少し歌いたい」25 名，「あま
り歌いたくない」４名 全く歌 たくない」０，回答なし２名となっており，
約 95％の回答者が「これからも歌う」ことに意欲を持っていることが読み取れ
る。またそれは，「次の機会にまた参加したいですか」の質問について，90％の
回答者が「参加したい」と答えている点からも推察できるだろう。 
 
 
図４：歌う活動について(大人)その２ 
 
（３） 自由記述の回答内容の分析 
 表９に示した自由記述から，それぞれの回答内容について分析したところ，
主に以下の５点が特徴としてあげられた。 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
②
① よく歌う
時々歌う
あまり歌わない
全く歌わない
0% 20% 40% 60% 80% 100%
⑥
⑤
④
③ そう思う
少し思う
あまり思わない
全く思わない
回答なし
（３） 自由記述の回答内容の分析
　 示した自由記述から，それぞれの回答内容について分析したところ，主に
以下の５点が特徴としてあげられた。
① プロの歌の素晴らしさ（赤字+下線）
② 唱歌や日本の歌の良さの再認識（赤字）
③ みんなで声を合わせて歌う楽しさの再認識（青字＋下線）
④ 子どもと一緒に経験できる良さ（青字）
⑤ 幼い子ども連れで参加できる良さ（下線）
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　まず，①の「プロの歌の素晴らしさ」については，「日本の歌を生の美しいハーモ
ニーで改めて聴けて感動した」（30代）や「先生方の歌が素晴らしかった」（30代），「オ
ペラ歌手による歌は聞きごたえがあり（略）」（40代），とあるように，声楽専門家の
表現や技能の素晴らしさそのものに価値を見出している記述が多く見られた。また，
それに関連して，プロの歌声，本物の歌声を聴く機会がないので，親子にとって貴
重な機会となっているということも読み取れた。
　②の「唱歌や日本の歌の良さの再認識」については，「今日歌ってくださった唱歌・
日本のうたには，歌詞やメロディの美しいものがたくさんあるので，もっとたくさ
ん載せて，学校でも歌えばいいのにと思う」（30代）や「共通教材の重要性を改めて
認識しました」（30代）等，学校教育での唱歌や日本の歌の存在意義に関連する回答
内容や，「四季の歌をきくことができて，懐かしさを感じることができ，とても良かっ
たです」（40代）や「子どもの頃に何気に習ってきた唱歌，改めて聴くととても美し
い日本語で，四季折々の風景が浮かんでくる素晴らしいものだったことに気づきま
した」（40代）とあるように，子どもの頃の経験を懐かしく思い出しながら，唱歌や
日本の歌の良さについて再認識する回答が見られた。
　③の「みんなで声を合わせて歌う楽しさ」については，「声を出して歌うことが楽
しかった」（40代）や「みんなで歌うってとてもたのしいと改めて感じました」（40代）,
「大勢の人と一緒に歌えることはとても幸せです」（70代）のように，歌うことその
ものや一緒に声を合わせることそのものについて，楽しさや喜びを感じている内容
が見られた。また，④については「子供達と一緒に歌えて感動で涙が出ました」（30代）
や「子どもと一緒に歌えてとても楽しい時間でした」（40代）等，子どもと一緒に歌
えた経験に対する内容や、⑤の子連れで参加出来る音楽会やコンサートなどの機会
が少ないので子連れ参加出来る良さについての回答が30代〜40代の子育て世代に多
くみられ，子育て支援の役割も果たしているのではないかと考えられた。
　その他にも，ミュージカルという演目の魅力や学生の取り組みの評価に関する内
容，50代以降になると，演目そのもの（内容）や表現の完成度（技能）についての
評価も見られるようになり，音楽会へ参加する意義や音楽観に違いがあるのではな
いかという点についても考えられた。
 表９に示した自由記述から，それぞれの回答内容について分析したところ，
主に以下の５点が特徴としてあげられた。 
① プロの の素晴らしさ（赤字+下線） 
② 唱歌や日本の歌の良さの再認識（赤字） 
③ みんなで声を合わせて歌う楽しさの再認識（青字＋下線） 
④ 子どもと一緒に経験できる良さ（青字） 
⑤ 幼い子ども連れで参加できる良さ（下線） 
 
 まず，①の「プロの歌の素晴らしさ」については，「日本の歌を生の美しいハ
ーモニーで改めて聴けて感動した」（30 代）や「先生方の歌が素晴らしかった」
（30 代），「オペラ歌手による歌は聞きごたえがあり（略）」（40 代），とあるよ
うに，声楽専門家の表現や技能の素晴らしさそのものに価値を見出し いる記
述が多く見られた。また，それに関連して，プロの歌声，本物の歌声を聴く機
会がないので，親子にとって貴重な機会となっているということも読み取れた。 
 ②の「唱歌や日本の歌の良さの再認識」については，「今日歌ってくださった
唱歌・日本のうたには，歌詞やメロディの美しいものがたくさんあるので，も
っとたくさん載せて，学校でも歌えばいいのにと思う」（30 代）や「共通教材
の重要性を改めて認識しました」（30 代）等，学校教育での唱歌や日本の歌
存在意義に関連する回答内容や，「四季の歌をきくことができて，懐かしさを感
じることができ とても良かったです」（40 代）や「子どもの頃に何気に習っ
てきた唱歌，改めて聴く とても美しい日本語で，四季折々の風景が浮かんで
くる素晴らしいものだったことに気づきました」（40 代）とあるように，子ど
もの頃の経験を懐かしく思い出しながら，唱歌や日本の歌の良さについて再認
識する回答が見られた。 
る良さについての回答が 30 代〜40 代 子育て世代に多く られ，子育て支援
の役割も果たしているのではないかと考えられた。 
 その他にも，ミュージカルという演目の魅力や学生の取り組みの評価に関す
る内容，50 代以降になると，演目そのもの（内容）や表現の完成度（技能）に
ついての評価も見られるようになり，音楽会へ参加する意義や音楽観に違いが
あるのではないかという点についても考えられた。 
 
表９：自由記述欄の回答内容（運営面除く） 
年代 記述内容 
10 代 ・  みんなでうたうって楽しいなぁと感じました。歌って不思議。（中学生） ・  第２部がとても見易くて楽しかった。ガストンに関しては，周りの小さい子から，
最後困惑の声が。おどりも考えたのだろうか，だとしたら本当に見ていて楽しいも
のですごいと思う。（高校生） 
20 代 ・  第１部は歌も選曲も素晴らしかった。子ども向けであれば，唱歌を少し削って popな曲を入れても良かったかも。第２部は歌える人が少なかったからかもしれないが，
ユニゾンになっていなかった。最後の歌は「殺せ」（という歌詞）が多すぎる気が，
子どもにはあんまりよくないと思いました。第３部は，楽しかった。めっちゃ歌い
ました。（大学生） 
・  子どもがまだ小さいので，連れて行ける演奏会はなかなかないので，大変楽しかっ
たです。先生方の演奏を子どもと共に聴けるということがとても嬉しかったです。
（保護者） 
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3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
学校・地域・親子をつなぐ「共に歌う」活動の実践（1）
30 代 ・  普段あまり聞いていなかった日本の歌を生の美しいハーモニーで改めて聴けて感動しました。ディズニーの歌が大好きなので，映像もついたミュージカルで聴けて良
かったです。なつかしい歌を美しい歌声と音楽と一緒に子供達と歌えて感動で涙が
出ました。 
・  今回のような素晴らしい会に子どもと参加できてとても良かったです。ありがとう
ございました。 
・  とても貴重な体験が親子でできました。 
・  音楽を楽しみたいと思っても，コンサートは子連れ不可であることが殆どなので，
今日のように子連れで，子どもも一緒に楽しめるコンサートは，とても良かったで
す。 
・  第１部の先生方の歌が素晴らしかった。子どもの教科書を開いてみても，最近の歌
謡曲や知らない歌が多いように思う。今日歌ってくださった唱歌，日本のうたには，
歌詞やメロディの美しいものがたくさんあるので，もっとたくさん載せて学校でも
歌えばいいのにと思う。 
・  唱歌と日本のうたで，教科書で学んだことのある歌，今，子供達と歌っている歌を
聞けて良かったです。小学生以下の子どもが，幼稚園でうたっているような曲をも
う少し入れてほしいなと思いました。 
・  小さい子ども連れでしたが，ミュージカルの時には，見入っていました。歌と動作・
動きが入ると，飽きずに見ることができるように思いました。子どもも楽しめる，
という点で考えれば，手遊び歌なども入ると楽しいなあぁと感じました。 
・  子どもがミュージカルをみる機会がなかなかないので，今日は親子で参加すること
ができてよかったです。 
・  みんなで歌おうのコーナー，曲によって中心になって聞こえてくる声（子ども，お
ばあちゃん）がちがっておもしろかったです。共通教材の重要性なども改めて感じ
ました。 
・  とても美しい歌声でなつかしい曲の数々が心に響きました。学生さんの笑顔が素敵
でした。 
・  第１部の唱歌，とても美しかったです。歌詞が出ていたら，一緒に口づさみたかっ
たです。第２部のミュージカル，まだまだ観ていたかったです。第３部，大きな声
でみんなで歌えて気持ち良かったです。 
・  「みんなで歌おう」のふるさとは，比較的どの世代も歌える曲が良いと思いました。
子ども連れも入りやすく嬉しかったです。１歳半の娘は，ミュージカルを真剣にみ
ていました。 
40 代 ・  プロの方の歌はなかなか聞く機会がなかったので，今回近くで見れてよかったです。大きな声で歌ってすがすがしい気持ちになりました。 
・  声を出して歌うことが楽しかった 
・  第１部の映像を見ながら聞くことができて良かったと思います。２部は，子どもに
は少し難しいようでした。最後，子供達を舞台の上で歌わせていただき，良い思い
出となりました。あたたかいコンサートをありがとうございました。 
・  企画の意図はすばらしく，共感します。第１部の赤とんぼがぐっと胸に迫りました。
第１部は映像なしで，歌の力だけで，imagination をかきたてると良いと思いまし
た。 
・  小さい子も飽きずにきける参加できる時間で良かったです。ありがとうございまし
た。音楽会は敷居が高くてなかなか参加できないでるが，知っている歌が出てくる
と楽しかったです。 
・  いろんな内容があって，飽きることなく楽しめました。子どもにとっても良い曲ば
かりだったと思います。 
・  楽しく歌えたことが一番良かった 
・  唱歌の歌詞も一緒にパワーポイントで映してほしかった 
・  最初の第１部は，どの曲も鳥肌が立ちました。特にふるさとがたっぷり合唱のアレ
ンジ版が感動しました。学生ミュージカルも一生懸命さが伝わって気持ちよく感動
しました。みんなで歌うって素敵なことだと思いました。 
・  第１部素晴らしかったです。なかなか子どもに聞かせる機会がありませんので（リ
サイタルなどはまだまだジッとして長時間座っていられず），今日は本当に良い体験
ができました。第２部，正直全く期待していなかったのですが，とってもとっても
楽しく拝見しました。また是非機会があったら参加したいです。第３部文句なしに
楽しかった。低学年の子だと知らない歌があったので，それが残念でした。 
・  久しぶりに歌えて楽しかったです。 
・  年と共に音楽の感じ方が変わってきたと改めて感じました。しんみり深く響きまし
た。最近はゆっくりと音楽を家族できくことがなかったので，よかったです。 
・  第１部は映像もあって聞きやすかったです。 
・  オペラ歌手による唱歌は聞きごたえがあり，昔小学校で友達と歌った歌を懐かしく
心地よく聞かせていただきました。私の息子も小学校で習っていたのかしらと，サ
ッカーや野球，テニスとスポーツにしか興味がない息子と音楽の話などしたことも
あまりなかったなと思いました。日本の誰しもが知っている唱歌。私は「冬景色」
が小さな時からなぜか一番好きです。大きくなってもいつでも口づさむことのでき
る唱歌って素晴らしいですね。学生ミュージカル，本当に素敵なことに大学生活を
過ごされているなとうらやましくなりました。また他の演目も観てみたいです。男
子４人頑張ってください。ミュージカルができる男子ってすごい。 
・  １部では四季の歌をきくことができて，懐かしさを感じることができ，とても良か
ったです。２部では普段なかなかみることのないミュージカルを見ることができ，
その楽しさを知ることができました。３部では，一緒に歌うことができてとっても
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気持ちが良かったです。このような素敵な音楽会に参加することができ，親子でと
ても充実した時間を過ごすことができました。これからも音楽の楽しさに触れ合っ
ていきたいです。ありがとうございました。 
・  いい曲が多く，感動しました。身近にこういった企画をしていただけるとうれしい
です。今日はありがとうございました。 
・  子どもの頃に何気に習ってきた唱歌，改めて聴くととても美しい日本語で，日本の
四季折々の風景が浮かんでくる素晴らしいものだったことに気づきました。子ども
が小学校に上がると NHK の子ども番組などをみる機会がぐっと減り，子どもと一緒
に歌えてとても楽しい時間でした。 
・  一緒に歌うっていいですね。子供たちって歌いたいんだなぁと嬉しくなりました。 
・  子供がよく知っている曲が多いので，楽しく鑑賞できました。 
・  美女と野獣とても良かったです。ただ声量が。 
・  ジャンルの違う歌も聴いてみたいです。３部の企画はよかったです。子供も連れて
来ればよかったです。歌のある人生はステキだと思いました。ありがとうございま
した。 
・  各部門が各々違っていて楽しめました。学生劇良かったです。最近子供も「美女と
野獣」の映画を観たばかりだったので，知っている曲があって面白かったようです。
唱歌は，学校以外で習うことがないので，家でも歌ってあげないといけないなと思
いました。久々に声を出せて楽しかったです。 
・  日本の歌いいなぁと改めて思いました。ソロ，混声も聴けて感激でした。２部学生
ミュージカル，新鮮でとても良かったです。３部歌っていいなぁと思いました。子
供達も楽しそうでした。一緒に歌えて良かったです。ありがとうございました。こ
の企画の趣旨をパンフレットで拝見しましたが，大切な思いがよく伝わりました。
このような会がありました，また是非参加したいと思います。 
・  先生方の本物の歌声。学生さんたちのすがすがしい歌声，自分や子供も一緒に歌え
た歌声，どれも新鮮でとても楽しかったです。「ふるさと」ではしみじみと涙が出ま
した。 
・  楽しい企画でした。 
・  第１部ステキな歌声と写真とのハーモニーが心にしみました。身近で聴くことがで
きてうれしいです。学生さんのミュージカルもとてもステキでした。歌を一緒に歌
って感動しました。涙が出そうでした。 
・  出演されている方々と一緒に，馴染みの曲を歌うことができたのはとても良かった
です。ただ座って聴くだけの音楽会とは違って，何倍も楽しめました。最後に子供
達が舞台にあがらせてもらったのもとても良かったです。きっといい経験になった
ことでしょう。ありがとうございました。 
・  学生ミュージカルがよかった。子供も大人も楽しめました。 
・  オペラ歌手の声に癒されました。ミュージカルもとてもステキでした。子供と一緒
に歌えて楽しかったです。 
・  とてもあたたかい気持ちになりました。ありがとうございました。ミュージカルは，
特に子供（小１）が気にいりました。 
・  学生ミュージカルがとても楽しかったです。唱歌と日本の歌は，子供に聞かせたか
ったのでとてもいい機会になりました。 
・  生の演奏，歌声を聴く機会がほとんどないので，とても良い機会をいただきました。
子供達は知っている歌を口ずさみ，楽しい時間を過ごせました。 
・  子供が自由に見ることができてよかった。 
・  みんなで歌うってとてもたのしいと改めて感じました。 
・  あまり機会のない企画でとても良かったです。 
・  子供と一緒に参加でき，たのしい時間を過ごすことができました。 
・  ミュージカルは素晴らしかったので，また見たいです。 
・  子供も喜んでいました。私もとても楽しかったです。ありがとうございました。 
・  とてもよかったです。学生さんのメドレーも楽しく見させてもらいました。ここま
で仕上げるのは大変だったと思います。 
50 代 ・  先生方の演奏はさすがだと思いました。ただみんながよく知っている唱歌なので，できるだけ楽譜から目を離して歌を届けてほしかったです。学生たちはのびのびと
していて良かったです。 
・  小さな子供向けの歌をもっと歌ってほしい 
・  １部のバックの背景が歌に合っていて懐かしい感じがして趣があって良かったで
す。２部のミュージカルメドレー美女と野獣を見たことがないので，わかっていれ
ばもっと感動できたのかなぁと思いました。ちょっと残念。 
・  １部の演奏がすばらしかった。特にソプラノとテノール。最後にみんなで歌ったの
がとても良かった。涙が出た。ミュージカルの最後が唐突だったが，若い人たちが
一生懸命演じ歌っている姿が新鮮で心に残った。 
・  学生と小学生と一緒に舞台で歌って踊れる企画があるといいですね。 
・  １，２，３部それぞれ，意義深く，よく考えられた企画だと思いました。１部の演
奏家の先生方の生のパフォーマンスが聴ける。２部若々しい学生さんたちの研鑽の
足取りを知ることができる。３部，子供達参加の歌，記憶に残る体験になるでしょ
う。 
・  すばらしい音楽会の演奏と歌と踊りを聴くことができて大変良かったです。今後と
もよろしくお願いいたします。日頃から歌を歌う素晴らしさをいつも思って過ごし
ています。今日，またその素晴らしさを再確認しました。絆，心，声ということを
感じました。ありがとうございました。 
・  今回のように，昔から伝わる懐かしい歌あり，今の子供達がよく知っている新しい
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学校・地域・親子をつなぐ「共に歌う」活動の実践（1）
歌あり，という今昔混じった内容はとても良いです。オペラ歌手の方々の歌声はさ
すが。体の芯まで響いてくる感じでした。学生さんたちのハーモニーモとても素敵
でした。 
・  ミュージカル素敵でした。学生さんすばらしい。かわいい。素敵な先生になれます
ね。楽しみ。親子で来られてる方，いいですね。こんな機会はたくさんあるといい
なと思います。来よう！というお母さんがえらい。子供達の歌声かわいい。久しぶ
りにみんなで声を合わせて歌うことができて，楽しかったです。 
60 代 ・  一緒に歌えて良かった ・  子供たちに，昔は誰もが知っていた唱歌の良さをも伝えようということですよね？
今や子育てを終えてしまった私としては，それは当然大切なこと，絶えてはいけな
い「糸」だと思います。それを改めて考えさせる機会となりました。よく言われる
ことだけど，日本語の美しさを末代までつなげていきたいです。 
・  学生ミュージカル《美女と野獣》を楽しみにしてきました。 
・  日本の歌，唱歌が歌いつがれることを願っています。今後ともよろしくお願いしま
す。 
・  企画，構成などとってもよかったです。楽しませていただきました。 
・  この企画，実現，ありがとうございました。とっても楽しかったです。バラエティ
にとんでいて，みんなフルに歌ってくれました。 
・  第２部の男性の軽やかな動きが良かった。男性４人でも女性とのバランスよかった。
第１部，ブレスの前の音がプツンと切れて短いのが気になった。第２部の始まりに，
ミュージカルの内容を簡単に説明して欲しかった。 
・  オペラ歌手による唱歌はとても美しい歌声で大変よかったです。 
70 代 ・  第１部美しいハーモニーがホールいっぱいに響いてとても素敵でした。第２部学生さんのはつらつとした声，動きが楽しかったです。第３部とても楽しかったです。
感動！！ 
・  いわゆる合唱もあれば良いと思います。 
・  学生ミュージカル，子供に訴えかけてほしい。動きが少しかたい。ソロの先生方，
言葉覚えてください（音程も）。 
・  一部はオペラの曲目があった方が良いのでは・・・。 
・  絵を愛する自分に唱歌，日本のうたは，日本の風景，海から室戸の海，剱岳の雪景
色，津・・・のミカン畑など思い出し感動いたしました。すばらしい企画ありがと
うございました。詩・曲が歌う人によってこんなに（素晴らしく）美しく輝き響い
ていました。楽しかったです。一時をありがとう。 
・  １部の歌も素晴らしかった。２部のミュージカルも大変良かった。３部のみんなで
歌を歌ったのもとても楽しかった。又この様な音楽会があれば参加したいと思いま
した。本当に楽しい一時をありがとうございました。 
・  スライドで映像が映されているのは歌がわかりやすくて良かった。学生のミュージ
カルは楽しかった。 
・  ２部でソロの時，歌詞が聞き取れないことがあり，残念に思った。伴奏を少し小さ
くできないでしょうか。 
・  学生ミュージカルが良かった。 
・  大勢の人と一緒に歌えることはとても幸せです。 
・  良い企画ですね。今後も是非続けてください。 
・  第１部オペラ歌手さすが！！第２部学生ミュージカル 若い人は微笑ましい。第３
部みんなで・・・良かった。 
80 代 ・  折角良い企画ですのに，もっと多くの子供さんたちが参加してほしかったですね。第３部子供達がステージで楽しそうにしていて嬉しかった。 
・  日本のすばらしい景色，そして童謡・唱歌を四部合唱で歌ってもらい，とても良い
企画でした。毎年こんな企画をしてください。歌える企画もあり良かったです。若
い人のミュージカルもとても良かった。 
・  前面に映し出される映像が音楽にマッチしていて，とてもきれいでした。みんなで
歌おう愛唱歌も，知らない歌もありましたが，すべてが美しくとても素晴らしい選
曲でした。楽しい時間をありがとうございました。小さい子どもさんのマナーが大
変よく感心しました。 
・  古き歌の数々，これからの子どもたちに伝えていこうという企画，大変素晴らしい
と思いました。楽しいひと時でした。 
90 代 ・  みんなで歌うのはとても良かった！  
年代不明 ・  みんなで歌うって良いですね。プロ（本物）の歌声が聴ける良い経験が子どもにさせられることが良かった。 
 
 
Ⅳ まとめと今後の課題 
 本活動は，学校や地域において，共に「歌うこと」で人々のつながりを意識
できる「感動体験」の機会を提供することを目的とした。小学生の親子を中心
に，幅広い学区や地域の方々が，世代を超えて歌声でつながることのできた事
業になったのではないかと感じている。事後のアンケートの結果からも、本実
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Ⅳ　まとめと今後の課題
　本活動は，学校や地域において，共に「歌うこと」で人々のつながりを意識できる「感
動体験」の機会を提供することを目的とした。小学生の親子を中心に，幅広い学区
や地域の方々が，世代を超えて歌声でつながることのできた事業になったのではな
いかと感じている。事後のアンケートの結果からも、本実践の目的である「共に歌
うこと」の大切さと「日本文化としての歌の継承」の大切さについて，その一端を
伝える機会になったのではないかと考えられた。また自由記述欄の回答にもあるよ
うに，企画の主旨や内容に対して賛辞の声をいただき，様々な視点から，歌うこと，
声でつながることの意義を見出すことができたと考える。さらには，福武文化振興
財団の教育文化助成事業として,活動の意義が認められ，平成30年度においても２年
目の助成授業として採択されたため，今後さらに発展させていきたい。
　また，次のような課題も残っている。今回の分析の対象は，事後のアンケート調
査が中心であったが，その一部しか分析・考察できていない。例えば，今回の参加
者の傾向として，女児や女性（母親・祖母など）の参加の割合が高かった実態があっ
たが，「共に歌う」活動や唱歌・日本のうたに対する文化的な価値観についての男女
差については，検討するに至らなかった。また，前述の通り，中高年世代以降の参
加者の回答内容からは，演目そのもの（内容）や表現の完成度（技能）についての
評価も見られ，音楽会へ参加する意義や「歌」に対する音楽観に違いがあるのでは
ないかとも考えられたため、今後考察していきたい。
　さらに，今回のアンケートでは，児童も大人も90％以上の割合で，唱歌や日本の
うたを大切だと考えていることが明らかになったが，前述したように，教員志望の
大学生でさえも，唱歌の認識度は低く，その実態との乖離の理由についてさらなる
検討が必要である。教員養成の学生の唱歌の認識度の関するデータや，小学校や中
学校の教育現場での唱歌の学習の実態調査などをさらに進めて，それらの教育的意
義についても検討したいと考えている。
　本研究にあたりまして，ご協力を賜りました協力校（岡山市立三勲小学校，岡山
市立津島小学校，岡山市立御野小学校）の先生方，児童，保護者の皆様に御礼申し
上げます。
　なお，本活動の実践は，公益財団法人教育文化振興財団教育活動助成金により運
営が成り立っています。また，本活動に関わる基礎研究は，JSPS科研費JP26870384
によるものです。
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Implementing the “Sing Together” campaign that connects parents and children 
and their schools and communities (1)
Rinko HAYAKAWA*1
The purpose of this study was to consider the value and the challenges 
associated with implementation of the “Let's Sing Together” concert, which 
was a part of the larger “Sing Together” campaign intended to strengthen the 
bond among parents and children and their schools and local communities. 
This report specifically focused on discussing results of the participating 
audience surveys conducted after the concert, while briefly referring to the 
process of concert implementation and overview of the details. The results 
revealed that implementation of the concert and the campaign provided 
meaningful opportunities that highlighted the importance of singing together 
as a group and the role that singing Japanese songs plays in the transfer 
of the unique aspects of Japanese culture. The campaign was also valuable 
from the perspective of parenting support for families with young children. 
Keywords: sing together campaign, singing cultures at school, shoka, 
parenting support
*1 Graduate School of Education, Okayama University
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